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日常生活にひそむさまざまなリスク／万一の備えはいくら必要？

働き方によって保障も変わる／病気に対する備えは大丈夫？

病気や事故が一番の不安／医療保障に対する不安

教育費は1,000万円以上に／教育費がかさむのは40歳代後半から50歳代前半

結婚費用総額は400万円以上！？／親・親族の援助は欠かせない？

「人生最大の買い物」、マイホーム／借入金は4,000万円近くとなる場合も

要介護（要支援）認定者数はおよそ696万人／平均介護期間は5年1か月！

遺産のおよそ4割は分割が難しい不動産／遺産分割での争いが増加？

2040年には、65歳以上が人口の3分の1以上に／人生100年時代へ向けて

9割近くの人が公的年金を頼りに…／年金だけではゆとりがない！

ゆとりある生活のためには37.9万円必要／老後も働いて、不足分の穴埋めを

多くの人が不安感！／企業年金の実施状況

老後は余暇活動と仕事で！／しかし、一人暮らしも…
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生活設計編

年金編

世界に類を見ないペースで高齢化が進むわが国。老後は必ず

やってきますが、公的年金、健康保険などの先行きが不透明な

時代、自分のライフプランは自分でしっかりと考えることが

必要です。

本書は、「生活設計編」で結婚や子どもの教育費、住宅購入費な

どの目安となる数値を紹介し、「年金編」では、老後生活の現状

や今後の見通しなどを図表やグラフで説明しています。

ライフプランを考えるきっかけとして、また生活設計の見直

しや、豊かな生きがいのある老後生活を送るための参考とし

て、ぜひお役立てください。

はじめに

※原則として2023年12月現在で公表されているデータを収録しています。
※四捨五入、概数表示、総数には不詳を含む等の理由により、合計と内訳の計
が一致しない、あるいは内訳の計が100．0％にならない場合があります。



日常生活にひそむさまざまなリスク
　わたしたちの生活には多くの危険がひそんでいます。
　データによると、約20秒に1人が亡くなっています。原因別の死亡者発生状況をみると、3
時間21分に1人が交通事故、6時間2分に1人が火災で亡くなっています。
　救急自動車の出動件数も5.1秒に1件となっており、リスクは意外と身近なところに存在
していることがうかがえます。

万一の備えはいくら必要？
　万一のために生命保険に加入していても、例えば保険金額3,000万円で残された家族が生
活できる年数は、約8年（月間生活費を30万円とした場合）。保険金額5,000万円でも、約14
年です。子どもの教育費などが加わると、年数はさらに短くなります。
　世帯主が万一の場合に必要と考える生活資金総額は、およそ5,700万円という意識調査の
結果も出ています。自分に必要な保障額はどれくらいか、考えたことがありますか？

■万一の必要保障額はどれくらい？１

生活設計・年金　データ＆ガイド 生活設計■１

（公財）生命保険文化センター「2021（令和3）年度 生命保険に関する全国実態調査」

世帯主が万一の場合の必要生活資金（世帯主年齢階級別）
万円単位
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eyK ポイント

29歳以下の必
要資金が多く
なっています。

万円5,691
平均総額

8,543

7,157 6,789 6,510

5,116

4,031

7,678
7,043

5,357 5,265

注 ： 年間生活費を期始払としています。

注 ： 75歳以上を除いて掲載しています（平均総額には、75歳以上も含む）。

元金運用利率2.5%（税引後）、複利インフレ率2%。

DATA3 加入保障額別「生活可能年数」早見表
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DATA 救急自動車による救急出動件数の内訳（令和3年）2

1,770,384
（28.6）

4,054,706
（65.5）

368,491
（5.9）

総数（年間）
6,193,581

消防庁「令和4年版 消防白書」  

その他
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救急自動車による
救急出動件数

5.1秒に1件

DATA 事故・災害などの発生状況1
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　　　　　「令和4年 病院報告」

警察庁「令和4年中の交通事故の発生状況」 消防庁「令和4年（1～12月）における火災の状況」

死亡者（全死因）

新入院患者（けがを含む）

外来患者（けがを含む）

厚生労働省「令和4年における労働災害発生状況」

死傷者
死亡および
休業4日以上（ ） 3分58秒に1人
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2040年には、65歳以上が人口の3分の1以上に
　わが国の総人口は、令和2（2020）年10月現在約1億2,615万人で、平成22（2010）年
の1億2,806万人をピークに減少しています（総務省「令和2年国勢調査」）。このうち総人口
に占める65歳以上人口の割合は28.7％で、約3.5人に1人が高齢者層ということになりま
す。少子高齢化の更なる進行で、その割合は令和19（2037）年には33.3％（約3人に1人）と
なり、令和42（2060）年には37.9％に達すると予測されています（国立社会保障・人口問
題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」）。
　私たちは今後、3人に1人以上が65歳以上という、かつてない超高齢社会を迎えることに
なります。

人生100年時代へ向けて
　令和4（2022）年の日本人の平均寿命は男性81.05歳、女性87.09歳で世界有数の長寿
を誇っており、65歳の平均余命は、男性が19.44年、女性が24.30年となっています。
　また、男女ともに今後も引き続き、平均寿命は延びると予測されており、まさに人生100年
時代が目前に迫っているといえそうです。

■高齢社会から超高齢社会へ1

情報るす
まるとく

　総人口に占める65歳以上の高齢者の割合（高齢者人口比率）が7％を超えた社会を高齢化社会、14％を超えた
社会を高齢社会といいます。ちなみに令和2（2020）年10月現在、わが国は高齢者人口比率が28.7％で、男女
別にみると男性の25.7％に対して、女性は31.5％となっています（総務省「令和2年国勢調査」）。

年　金■1生活設計・年金　データ＆ガイド

注 ： 令和12年以降は中位仮定です。

女性の平均寿命 男性の平均寿命 歳単位

平均寿命の推移と将来推計（男女別）DATA4

令和2年までは厚生労働省「完全生命表」、令和12年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」
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推計結果によ
る と、令 和42
（2060）年 に
は、現 役 世 代
（15～64歳）
人口約1.4人で
65歳以上人口
1人を支えるこ
とになるとさ
れています。

注① ： 各年10月1日現在。推計値は出生中位（死亡中位）推計です。
② ： 令和2年までの「65歳以上人口割合」の値は、総人口（年齢不詳を除く）に対する、65歳以上人口の割合です。
③ ： 「実績値」と「推計値」はそれぞれ別調査であり、両者に連続性はありません。
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注 ： 令和12年以降は中位仮定です。

女性の平均寿命 男性の平均寿命 歳単位

平均寿命の推移と将来推計（男女別）DATA4

令和2年までは厚生労働省「完全生命表」、令和12年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」
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厚生労働省「令和4年 簡易生命表」注 ： 0歳の平均余命のことを平均寿命といいます。

年齢（歳）
0
5
10
15
20
25
30

男（年）
81.05
76.25
71.28
66.31
61.39
56.53
51.66

女（年）
87.09
82.28
77.30
72.33
67.39
62.48
57.56

年齢（歳）
35
40
45
50
55
60
65

男（年）
46.80
41.97
37.20
32.51
27.97
23.59
19.44

女（年）
52.65
47.77
42.93
38.16
33.46
28.84
24.30

年齢（歳）
70
75
80
85
90
95
100

男（年）
15.56
12.04
8.89
6.20
4.14
2.68
1.69

女（年）
19.89
15.67
11.74
8.28
5.47
3.41
2.16

DATA3 男女・年齢別平均余命（令和4年／抜粋）

わが国の人口構造の推移と将来推計
万人単位

DATA2eyK ポイント

推計結果によ
る と、令 和42
（2060）年 に
は、現 役 世 代
（15～64歳）
人口約1.4人で
65歳以上人口
1人を支えるこ
とになるとさ
れています。

注① ： 各年10月1日現在。推計値は出生中位（死亡中位）推計です。
② ： 令和2年までの「65歳以上人口割合」の値は、総人口（年齢不詳を除く）に対する、65歳以上人口の割合です。
③ ： 「実績値」と「推計値」はそれぞれ別調査であり、両者に連続性はありません。

令和2年までは総務省「国勢調査」、令和12年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」
をもとにエフピー教育出版作成
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平成22（2010）年　人口1億2,806万人
65歳以上人口割合　23.0％

令和2（2020）年　人口1億2,615万人
65歳以上人口割合　28.7％

昭和45（1970）年　人口1億467万人
65歳以上人口割合　7.1％

昭和55（1980）年　人口1億1,706万人
65歳以上人口割合　9.1％

令和42（2060）年　人口9,615万人
65歳以上人口割合　37.9％

15歳未満人口

15～64歳人口

65歳以上人口

総務省「令和2年 国勢調査」

65歳以上

15～64歳

59.2

28.7

0～14歳

DATA 年齢区分別人口（令和2年10月）1
%単位
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